
 

  

 

 

 

国際共同学位プログラムの内部質保障に向けて 

―日・中の事例から― 
 

叶林 准教授 / 杭州師範大学 

開催日：2012年 7月 25日(水)16:00～17:00 

場 所：東北大学文科系総合研究棟 3階 306教室 

 

高等教育国際化の一環として、国際共同学位プログラム

（International Collaborative Degree Program、ICDP）が世界的に普及

しています。ICDPの中で最も基本的なタイプはジョイントディグリ

ープログラムとダブルディグリープログラム（JD/DD Program）です。

近年中国や日本でも、ICDPを実施する大学が急増しています。また、

両国は「キャンパス・アジア」などの事業を通じて、JD Program の

開発も模索し始めています。 

国際共同学位プログラム成功のカギは連携大学による内部質保証

体制の構築です。内部質保証は、代表大学と分担大学のそれぞれの

責任においてインプット・プロセス・アウトプットの全面にわたり、

教育の質が維持・向上する仕組みと文化を確立することです。この

セミナーでは、両国における既存の ICDPの特徴を明確し、今後両国

が ICDP の内部質保証の実現に向けた諸課題を考えてみたいと思い

ます。 

主催：東北大学大学院教育学研究科 

東北大学大学院教育学研究科教育ネットワークセンター 

お問い合わせ先： 

アジア共同学位開発プロジェクト事務室 

Tel: 022-795-3756    

E-mail: ajp@sed.tohoku.ac.jp 

アジア共同学位開発プロジェクト 国際セミナー 第４回 

参加無料 

当日参加 

歓迎 


